
第３回学校運営協議会記録 

１ 開催日時  令和６年２月１６日（金）１１：３０～１３：４５ 

２ 協議 

 ⑴ 委員の出欠確認 

  ○出席委員…白石嘉郎委員、齋藤 巌委員、森田敏男委員、渡辺浩志委員、 

        政木健太委員、仲井勝巳委員、山口和伸委員、小勝宣子委員、 

        瀧深 徹委員、寺越崇征委員、松田泰成委員 

  ○欠席委員…大橋令子委員、江副真由美委員、芦野真理委員、荒井清司委員 

⑵ 配布資料等の確認 

  ① 本資料（次第、委員名簿、第２回運営協議会記録、学校評価アンケート（３種）、 

    令和５年度学校自己評価システムシート、令和６年度学校経営方針（案）・重点 

目標、「さいたま市コミュニティ・スクールに関するアンケート調査」御協力の 

お願い、令和６年度学校行事予定表 

   ② SSN 防災教室について 

   ③ 登下校時刻の変更について 

   ④ 児童会活動報告に関する資料 

   ⑤ いじめ等に関する資料（説明後に回収） 

⑶ 本日の協議会の流れの確認  

⑷ 開会宣言・委員長あいさつ 

⑸ 校長あいさつ 

  ⑹ 学校評価報告（アンケート結果）…教頭より 

  ⑺ 質疑応答～出席委員全員からの質問に対して一問一答形式で協議を進めた。 

 ３ 熟議～学校自己評価システムシートから 

  ⑴ 校長説明…今年度の４つの重点目標ごと、評価項目ごとに説明。その後、達成度に 

ついての詳細な説明があった。 

  ⑵ 各委員から重点目標ごとの質問や意見が出された。目指す児童像の実現に向け、建 

設的な意見をいただくと同時に、説明にあった達成度の数値や達成状況から、「B」評 

価６割以上と「A」評価８割以上の捉え方が厳しすぎるのではないかという意見が多 

数出された。（もっと良い評価でよいとの見解） 

 また、各項目の設定自体が達成の難易度が厳しいものになっていないかを検討すべ 

きではないか、との意見も数名の委員から出された。 



 終わりに委員長より、チャレンジングマインドを支えるコミュニケーション力の育 

成のためにこれからも力を合わせて取り組んでいただきたい、とのコメントがあり、 

出席委員全員より令和５年度の学校運営に関して承認をいただいた。 

※ 成果と課題については、別途報告につき省略いたします。 

 ４ 令和６年度の学校運営に関する基本的な方針について 

  ○ 校長より次年度の 

   １ 教育方針 

   ２ さいたま市の目指す人間像 

   ３ 学校教育目標 

   ４ 目指す児童像 

   ５ 理念・重点目標 

   についての説明があった。 

  ○ 出席委員全員から意見をいただき、すべての委員から仮の承認を得た。 

その中で、「自立（律）心」から「自律心」への文言について一委員から（立）は 

残してもよいのでは、という意見が出され、「自律（立）心を持って行動し、意欲 

的にチャレンジする子」に決した。 

 ５ いじめ防止対策の取組について 

  ○ 資料を基に今年度の取組について教頭より時系列で説明があった。 

  ○ 出席委員からは、いじめを見逃さない取組の継続を望む意見が出された。 

 ６ 給食試食 

 ７ 児童会活動報告と児童との懇談 

  ○ 「さいたま市子ども会議」報告（書面） 

○ 児童会の活動全般について 

○ 「いじめ防止キャンペーン」報告 

  ○ 懇談では多数の委員から児童会代表委員に対しての質問が出された。 

    質問に対して、児童からは事実に即した丁寧な回答があった。 

各委員からは、いじめに対する児童会の取組への期待感が強く感じられた。 

８ 校内参観（参観後、自由解散） 


